




研究目的 

わが国の先天代謝異常等マス・スクリーニングは、きわめて短期に普及するにいたったが、

実施以来約 10 年を経過しこれまでの問題点を検討し、改めて改善を行う必要があるとすれ

ば、どの点を整理すべきかを主たる研究目的とした。 


